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NO.914各種審議会等委員を募集します②

白鷹町交通事故多発道路・交差点マップ③

国民年金からのお知らせ④

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

「～いつまでも心にきざむ～　しらたかの歌」ＣＤが完成しました。
ＣＤのご予約ありがとうございました。予約申込をされたかたは、受け取りを希望されたところでお引き換えできます。お手数
ですが代金1000円をお持ちのうえ、お引き換えをお願いします。



●2

348

みゆき病院

滝野交流館

鷹山小学校

かぶと松

348

�

平
成
16
年
�
月
�
日
施
行
�
協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
�
�
町
民
�
皆
�
�
�
�
意
見
�
町
政
�
�

�
反
映
�
�
�
�
�
�
�
�
各
種
審
議
会
等
�
委
員
�
公
募
�
�
�
�
規
定
�
�
�
�
�
�
�
�
規
定
�

基
�
�
�
平
成
17
年
度
�
改
選
�
�
�
各
種
審
議
会
等
�
委
員
�
次
�
募
集
概
要
�
�
�
公
募
�
�
�
�

●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

白
鷹
町
振
興
審
議
会
委
員

　

町
の
振
興
計
画
の
策
定
や
変
更

な
ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に
関

し
て
必
要
な
調
査
な
ど
を
行
う
機

関
で
す
。

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格�

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

政
策
改
革
課

白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員

　

町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創

造
、
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
審

議
す
る
機
関
で
す
。

�
募
集
人
員�

�
人
程
度

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

町
民
課

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員

　

①
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

３
人
と
、
②
保
険
医
ま
た
は
保
険

薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員
３
人
、

③
公
益
を
代
表
す
る
委
員
３
人
の

計
９
人
で
組
織
さ
れ
、
町
の
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
で
す
。

�
募
集
人
員�

�
�
委
員
�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
国
民
健

�

康
保
険
�
被
保
険
者
�
�
応
募

�

時
点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

町
民
課

白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委
員

　

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し

た
存
在
に
す
る
た
め
に
、
図
書
館

の
運
営
や
活
動
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
機
関
で
す
。

�
募
集
人
員�

�
人

各
種
審
議
会
等
委
員
�
募
集
�
�
�

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
20
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

教
育
委
員
会

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、

下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議

を
行
う
機
関
で
す
。

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
�
都
市
計
画
区
域
内
�
住
所

�

�
有
�
�
応
募
時
点
�
満
25
歳

�

以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

建
設
水
道
課

白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会
委
員

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負

担
金
と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に

関
し
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関

で
す
。

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
下
水
道

�

使
用
者
�
�
応
募
時
点
�
満
25

�

歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

建
設
水
道
課

白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会
委
員

　

水
道
事
業
の
経
営
な
ど
に
つ
い

て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
水
道
使

�

用
者
�
�
応
募
時
点
�
満
25
歳

�

以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
課�

建
設
水
道
課

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

①
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

②
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

●
任
期　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年

３
月
31
日
（
白
鷹
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
５
月
１
日
〜
平
成
19
年

４
月
30
日
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
所
管
課
に
提
出
く

だ
さ
い
。（
詳
し
い
応
募
要
項
及
び

応
募
用
紙
は
各
所
管
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
し
め
き
り

３
月
11
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

●
選
考　

各
委
員
等
選
考
審
査
会
で
審
査
の

う
え
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◆
各
委
員
の
報
酬
は
日
額
６
０
０

０
円
で
す
（
会
議
時
間
が
４
時
間

未
満
の
場
合
は
３
０
０
０
円
）。

た
だ
し
、
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会

委
員
の
委
員
報
酬
は
年
額
８
５
０

０
円
で
す
。

◆
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

政
策
改
革
課
�
☎
85

－

６
１
２
３
�

町　

民　

課
�
☎
85

－

６
１
３
０
�

建
設
水
道
課
�
☎
85

－

６
１
４
０
�

教
育
委
員
会
�
☎
85

－

６
１
４
６
�
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東根地区
 公民館

交番

コンビニ

287

287

広翔館

348

みゆき病院

滝野交流館

鷹山小学校

かぶと松

348

荒
砥
駅

至朝日町

至県民の森

パレス松風

至
山
形
市

よ
つ
ば
保
育
園

十
王
地
区
公
民
館

ショッピング
センター
   スピカ

荒砥小

あらと保育園

白鷹町役場

荒砥高校

至長井市

健康福祉センター
白鷹町立病院

白光園

丈六地蔵

荒砥地区公民館

八乙女八幡宮

至
鮎
貝

287

287

287

348

348

商工会

中
央

公
民
館

消
防
署

交番

ＧＳ

ＧＳ

朝日観光タクシー

荒砥郵便局

ＧＳ

白鷹町交通事故多発道路・交差点マップ
（平成13年～16年）

誰もが通っている身近な道路で、こんなに事故が起きています。
慣れた道ほど油断が伴い危険です。安全運転・安全な通行をしましょう。

平成16年中の交通事故発生状況

白鷹町 長井警察署管内 山形県内

発生 死者 負傷者 発生 死者 負傷者 発生 死者 負傷者

16年 62件 3人 74人 318 5 405 9,348 77 11,874

15年 77件 0人 91人 330 0 402 9,368 75 11,813

増減数 -15件 3人 -17人 -12 5 3 -20 2 61

白鷹町の事故の特徴

白鷹町では、３月まで３人の死亡事故が発生しましたが、４月以後の

発生はありません。人身事故の件数は、前年比マイナス15件と大幅に

減少しています。チラシの全戸配布や呼びかけなどにより、町民の皆

さんの交通安全意識が高まったものと思われます。

●ちょっとした不注意（わき見やぼんやり運転、安全不確認など）が原

　因の事故が半数以上を占めている。

●お年寄りの事故が多い。

●通り慣れた道での事故が多い。

「ゆとり
4 4

」をもって安全運転

「ゆとり
4 4

」ある毎日で交通安全に努めましょう！

荒砥市街地 国道348号
（鷹山・十王）

国道287号
（広野）

●：発生場所



●4

国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

届
出
�
手
続
�
等
�忘

�
�
�
行
�
�
�
�
�

学
生
納
付
特
例
申
請

　

平
成
16
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
17
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

納
付
特
例
の
承
認
は
、
申
請
の

あ
っ
た
前
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
遅
く
て
も
５
月
末
日

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所

　

役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
係

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
新
学
年
の

　

学
生
証
�
コ
ピ
�
可
�

・
年
金
手
帳

・
印
鑑
�
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
�

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん
は
、

20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て
65
歳
で
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
間
、
繰
上
げ
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
受

け
る
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
、

減
額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
額

は
、
65
歳
で
請
求
し
た
年
金
を
満

額
と
し
た
場
合
、
昭
和
16
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
は
表

１
、
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
は
表
２
の
と
お
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
繰
上
げ
請
求
す
る

と
取
り
消
し
が
で
き
ず
、
そ
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
。

①
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基

　

礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
寡
婦
年
金
は
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
せ
ん
。

③
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
免
除
期
間
に
つ
い
て
追
納
す
る

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
に
な
る

　

と
、
昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
か
た
は
、
老
齢
基

　

礎
年
金
が
支
給
停
止
に
な
り
ま

　

す
。

⑥
遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
る
か

　

た
は
、
65
歳
ま
で
は
ど
ち
ら
か

　

一
方
の
選
択
に
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
�

繰
上
�
請
求
�
慎
重
�

うーん、
よく考えて 請求しよう！

保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

納
�
忘
�
�
�
�

確
実
�
�
�

　

保
険
料
は
、
あ
な
た
の
預

貯
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
が
な
く
確
実
で
す
。

手
続
�
�

簡
単
�
無
料
�
�
�

　

手
続
き
は
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
窓
口
に
提
出
す
る
だ
け
。

申
込
手
続
き
や
引
き
落
と
し

に
は
、
手
数
料
は
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
。

納
付
�
手
間
�
時
間
�

省
�
�
�
�

　

窓
口
に
毎
月
訪
れ
る
手
間

と
時
間
が
省
け
ま
す
の
で
、

お
忙
し
い
か
た
に
は
と
て
も

便
利
で
す
。

※
保
険
料
は
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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誕
生
月
に
は

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

毎
年
１
回
、「
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
）
は
、

誕
生
月
の
初
め
ご
ろ
に
本
人
あ
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名
な
ど
を
書
い
て
、
そ
の
月
の

末
日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
提
出

が
遅
れ
ま
す
と
年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
は
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。現

況
届

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
が

死
亡
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
国
民
年
金
の
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
金
は
、
亡
く
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

未
払
い
の
年
金
が
あ
る
と
き
は

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」

も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

未
支
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族

の
順
位
は
、
受
給
者
の
死
亡
の
当

時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
か
た
は
、
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平成16年度

『移動年金相談日』のご案内

　　　　〈相談日〉　２月23日（水）
　　　　　　　　　３月16日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　　●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　※場所は、都合により館内別室になる場合

　　　　　があります。

　　　　　ロビーの案内板をご確認ください。

　　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは

町民課戸籍年金係

（☎85－6129）まで
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　新野さんは、平成６年４月から10年間、
置賜３市５町の代表として山形県教育委員
会委員を務められました。委員就任中は、
「第５次山形県教育振興計画」の策定や「教
育山形さんさんプラン」の実現など山形県
教育の発展に尽力されました。その功績に
より、このたび地方教育行政功労者として
文部科学大臣表彰を受賞されました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
野
晃
敏
�
�
�
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　１月15日、中央公民館において西置賜地
区スポーツ振興懇談会・白鷹町スポーツ振
興懇談会が開催され、その席上で全日本女
子ソフトボールチームの宇津木妙子監督の
講演会が行われました。講演は「夢と人生」
と題して、企業スポーツの厳しさや指導者
論などについて、自身のソフトボール人生
を振り返りながらお話いただきました。会
場には町内外から約300人がつめかけ、熱心
に聞き入っていました。

全
日
本
女
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�

宇
津
木
妙
子
監
督
講
演
会

第
27
回
白
鷹
町
民
卓
球
大
会

１
月
23
日（
日
）／
東
中
体
育
館

▼
団
体
戦　

１
位　

蚕
桑

２
位　

荒
砥

３
位　

東
中
Ｂ

　
▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）

２
位　

古
瀬
敏
弘
（
蚕
桑
）

３
位　

中
川
春
彦
（
蚕
桑
）

　
▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

２
位　

菅
原
晴
美
（
荒
砥
）

　
　▼
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

高
橋　

駿
（
東
中
）

２
位　

小
川
直
也
（
東
中
）

３
位　

川
村
将
洋
（
東
中
）

　
▼
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

遠
藤
夕
貴
（
西
中
）

２
位　

中
川
麻
美
（
西
中
）

３
位　

向
田
麻
美
（
東
中
）

　
▼
小
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

佐
竹
貴
宏
（
荒
砥
小
）

　

救
急
需
要
の
増
大
と
高
度
化
等

に
的
確
な
対
応
を
す
る
た
め
、
消

防
署
白
鷹
分
署
で
は
１
月
か
ら
救

急
救
命
士
が
２
人
か
ら
４
人
体
制

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
規
格

救
急
車
（
災
害
対
応
特
殊
救
急
自

動
車
）
が
配
備
さ
れ
、
１
月
31
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
車
は
、
心
電
図
や

血
圧
等
を
常
時
監
視
で
き
る
機
器

や
心
臓
機
能
の
回
復
を
図
る
自
動

式
除
細
動
器
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）、

病
院
と
の
確
実
な
連
絡
の
た
め
に

衛
星
無
線
電
話
な
ど
が
積
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
室
内
も
広
く

揺
れ
や
振
動
か
ら
の
負
担
が
少
な

い
防
振
ベ
ッ
ド
を
装
備
し
て
い
ま

す
。
常
時
救
急
救
命
士
が
同
乗
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
救
急
要
請
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

適
正
な
救
急
自
動
車
の
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
命
救
急
�
強
�
味
方

高
規
格
救
急
車
運
用
開
始
�

▼

引
渡
し
式

�
１
月
25
日
�
消
防
署
白
鷹
分
署
前
に
て
�
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●
特
別
功
労
賞

新
野
晃
敏
さ
ん

（
前
白
鷹
町
体
育
協
会
会
長
）

　

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
白
鷹

町
体
育
協
会
会
長
と
し
て
平
成
４

年
の
国
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
広

く
町
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

関　

誠
三
さ
ん

（
前
白
鷹
町
体
育
協
会
副
会
長
）

　

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
白
鷹

町
体
育
協
会
副
会
長
と
し
て
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

●
功
労
賞

芳
賀
信
一
さ
ん

（
前
蚕
桑
地
区
体
育
振
興
会
会
長
）

　

14
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
蚕
桑

地
区
体
育
振
興
会
会
長
・
副
会
長

と
し
て
地
区
社
会
体
育
の
普
及
・

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
芳
晴
さ
ん

（
前
鷹
山
地
区
体
育
振
興
会
会
長
）

　

14
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
鷹
山

地
区
体
育
振
興
会
会
長
・
副
会
長

と
し
て
地
区
社
会
体
育
の
普
及
・

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
賢
二
さ
ん

（
前
東
根
地
区
体
育
振
興
会
会
長
）

　

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
東
根

地
区
体
育
振
興
会
会
長
・
副
会
長

と
し
て
地
区
社
会
体
育
の
普
及
・

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
指
導
功
績
賞

小
口
裕
之
さ
ん

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
）

　

ミ
ラ
ク
ル
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
と
し
て
15
年
間
指

導
さ
れ
、
そ
の
間
、
東
北
大
会
出

場
な
ど
競
技
技
術
力
向
上
や
底
辺

拡
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
殊
勲
賞

塚
本
昌
志
さ
ん
（
荒
砥
小
６
年
）

第
13
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
山
形
大
会　

団
体
優
勝

小
林
祐
貴
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

第
59
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
少
年
男
子　

第
５
位

平
成
16
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場

田
中
陽
一
さ
ん
（
南
陽
高
１
年
）

第
59
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
少
年
男
子　

第
５
位

斎
藤
良
樹
さ
ん
（
東
海
大
山
形
高

２
年
）

第
55
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
16
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
空
手
競
技
出
場

鈴
木
幸
恵
さ
ん
（
南
陽
高
２
年
）

第
55
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
16
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
空
手
競
技
出
場

鈴
木　

豊
さ
ん（
九
里
学
園
２
年
）

第
55
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
４
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
優
勝

平
成
16
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
４
×
４
０
０
㍍
出
場

高
橋
吉
将
さ
ん
（
東
洋
大
２
年
）

山
形
県
総
合
体
育
大
会
空
手
競
技

組
手
軽
量
級
優
勝

第
59
回
国
民
体
育
大
会
空
手
競
技

出
場

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

第
50
回
山
形
県
総
合
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝

●
栄
光
賞

岩
澤
優
希
さ
ん
（
西
中
３
年
）

第
39
回
全
日
本
少
年
剣
道
練
成
大

会
出
場

後
藤
章
紀
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
手
権
大
会
出
場

　

１
月
４
日
、
数
え
年
で
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
た
か
た
に
町
長
か

ら
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

�

祝
�
�
�
歳

�

祝
�
金
�
贈
呈

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
か
た

大
嶋　

う
さ
ん
�
山
口
�

藤
野
き
み
ゑ
さ
ん
�
箕
和
田
�

遠
藤　

貢
さ
ん
�
畔
藤
�

小
川
作
右
衛
門
さ
ん
�
荒
砥
�

　

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
位　

高
橋
恭
太
（
荒
砥
小
）

３
位　

新
野
順
二
（
荒
砥
小
）

　
▼
小
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

加
藤
江
莉
香
（
荒
砥
小
）

２
位　

山
口
綾
菜
（
荒
砥
小
）

３
位　

菅
原
美
里
（
荒
砥
小
）

　
▼
ラ
�
ジ
ボ
�
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

川
井
良
一
（
東
根
）

２
位　

小
川
五
郎
（
鷹
山
）

３
位　

吉
田
武
人
（
荒
砥
）　

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

吉
田
武
人
（
荒
砥
）

　
　
　

佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）

２
位　

古
瀬
敏
弘
（
蚕
桑
）

　
　
　

中
川
春
彦
（
蚕
桑
）

３
位　

高
橋　

駿
（
東
中
）

　
　
　

小
川
直
也
（
東
中
）

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
橋
隆
之
（
荒
砥
）

　
　
　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

２
位　

加
藤
秀
人
（
荒
砥
）

　
　
　

金
子　

唯
（
東
中
）

３
位　

中
川
春
彦
（
蚕
桑
）

　
　
　

中
川
麻
美
（
西
中
）

▼
親
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
橋
隆
之
・
恭
太（
荒
砥
）

２
位　

加
藤
秀
人
・
江
莉
香（
荒
砥
）

３
位　

山
口
良
浩
・
綾
菜
（
荒
砥
）

平
成
16
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

若さを保つ元気な暮らし！今月のテーマ

若さを保ち元気に暮らすためには、体力を維持し増進していくことが大切です。
それはたとえば、生活の中に運動を取り入れて楽しんでいる暮らしです。

『元気ニコニコ推進会議』
本格始動！

第
１
回
定
例
会　

開
催

　

12
月
15
日
、「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
」

発
会
後
初
め
て
の
定
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
員
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、

昼
の
部
と
夜
の
部
の
２
部
構
成
と
し
ま
し

た
。
初
顔
合
わ
せ
の
会
員
も
お
り
、「
何
を

す
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
っ
て
少
し
緊
張
し
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、「
元
気
ニ
コ
ニ
コ

し
ら
た
か
21
」
の
推
進
に
つ
い
て
の
確
認
、

定
例
会
の
話
し
合
い
の
手
法
で
あ
る
「
地

域
づ
く
り
型
保
健
活
動
」
の
紹
介
、
こ
れ

か
ら
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
を
各
グ
ル
ー

プ
で
具
体
的
に
話
し
合
う
ま
で
進
み
ま
し

た
。
今
後
は
、
３
月
ま
で
月
１
回
の
定
例

会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

「
あ
な
た
の
提
案
が
元
気
な
白
鷹
の
未

来
を
作
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
さ
ん
、

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
で
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●健康診断を毎年受けましょう
●バランスの良い食事、規則正しい生活を

心がけましょう
●家族や地域の人たちと一緒に、

楽しく運動してみませんか？

できることからはじめませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　　　  Ｈ22年（目標値）
１週間に１～２回以上運動する　　  14.8%　   →　  25.0%
公共施設※の禁煙実施数　　　　  　 10.0%　   →　  100%

こんなふうに変えていこう

質問①　スノーボードや登山を始めたきっかけは？
佐藤さん　家のかあちゃんが好きで、それに追っかけて登った
　　　　　のがきっかけかな。スノボーは若者が楽しんでいる

　　　　　のを見てやりたくなりました。これから子どもたち

　　　　　に教えてやれたらいいなと考えています。

質問②　70歳を過ぎて気をつけていることは何ですか？
佐藤さん　昔から歯はダメで、今は自分の歯は６本ぐらいしか
　　　　　ないから、この年になって歯磨きは欠かさずやって

　　　　　いいます。酒はかなり控え目になりました。町の結

　　　　　核検診は毎年受けています。最近入院した時は、心

　　　　　のゆとりのためハーモニカを独学で始めました。吹

　　　　　いていると心が和むな。あと大腰筋の鍛錬のためス

　　　　　クワットは欠かさずやっている運動です。

※この計画では、役場関係施設、各保育園・学校、各分館、町立病院など、100カ
　所を公共施設と定義しました。平成15年は、保育園５カ所、小学校５カ所で禁煙
　が実施されていました。

夏は山登り、冬はスキー・スノボーで若さを保ち、元
気ニコニコの佐藤昭夫さん（中山）にインタビュー！

▼

昼
の
部

▼

夜
の
部
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リ
サ
イ
ク
ル
の
進
展
は
、
循
環

型
社
会
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
約
60
％
を
回
収
し

て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
、
残
り

の
約
40
％
は
ご
み
と
し
て
処
理
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
生
産
量
は
年
々
上
昇

し
て
い
る
た
め
、
ご
み
と
し
て
処

理
さ
れ
る
量
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
に
は
、

作
る
以
上
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

実
質
的
に
ご
み
を
減
ら
し
て
い

く
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
前
に
、

何
度
も
使
う
リ
ユ
ー
ス
、
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
心
が
け
る
リ
デ
ュ

ー
ス
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
リ
フ
ュ
ー
ズ
で
す
。
ご
み
に

な
る
こ
と
を
予
測
し
、
受
け
取
ら

な
い
、
断
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

お
菓
子
を
買
っ
て
包
ん
で
も
ら
い
、

環
境
�
�
�
�

循
環
型
社
会
�
向
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
考
�
方
�

そ
れ
を
ま
た
袋
に
入
れ
て
も
ら
う

な
ど
の
過
剰
包
装
を
断
る
。
家
で

す
ぐ
に
使
う
も
の
の
包
装
を
断
る
。

買
い
物
時
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
不
必

要
な
も
の
は
受
け
取
ら
な
い
、
断

る
な
ど
で
す
。
買
い
物
の
度
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
も
ら
う
と
、
年
間
で

何
十
・
何
百
枚
と
い
う
数
に
な
り

ま
す
が
、
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

（
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
）
こ
と
で
、

そ
れ
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

の
中
か
ら
、
意
識
し
て
改
善
し
て

い
け
る
も
の
で
す
。

　

出
て
き
た
大
量
の
ご
み
を
循
環

さ
せ
る
だ
け
の
社
会
で
は
な
く
、

ご
み
に
な
る
量
を
減
ら
し
、
適
切

に
循
環
さ
せ
る
本
質
的
な
「
循
環

型
社
会
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
住
民

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
よ
り
主
体
的

な
地
区
公
民
館
運
営
に
変
わ
り
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
公
民
館
運
営
審
議

会
が
公
民
館
運
営
委
員
会
と
変
わ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
か
ら
運
営

ま
で
運
営
委
員
が
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
地
域
を
よ
く
知
る
運
営
委

員
の
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
企
画
さ

れ
た
各
地
区
で
の
公
民
館
ま
つ
り

や
実
り
多
い
体
験
、
交
流
な
ど
地

域
の
特
色
あ
る
事
業
展
開
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
へ
の
積

極
的
な
呼
び
か
け
や
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
機
能
を
持
つ
公
民

館
で
は
毎
月
更
新
し

て
の
展
示
を
担
当
す

る
な
ど
、
地
域
と
よ

り
密
着
し
た
公
民
館

活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、

正
式
に
館
長
代
理
、

主
事
が
地
区
公
民
館

長
を
中
心
に
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
公
民
館

に
関
す
る
研
修
や
現

在
の
地
域
振
興
主
事

と
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
３
月

１
日
か
ら
各
地
区
公
民
館
で
勤
務

し
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
の
参
画

を
得
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
よ
り
身
近
な
地
域
づ
く
り
の
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
地
区
公
民
館

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

平成17年４月１日より

地区公民館が変ります
より主体的な地区公民館運営に変ります

鷹山地区公民館まつりより
中学生店主による「くじびきや」
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進
路
も
決
ま
り

　

２
月
に
入
り
、
３
年
生
も
い

よ
い
よ
卒
業
間
近
で
す
。
就
職

先
・
進
学
先
も
大
部
分
が
決
ま

り
、
２
月
２
日
現
在
の
進
路
先

の
状
況
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
就
職
先
・
進
路

先
が
決
ま
っ
た
生
徒
は
１
０
２

人
。

就
職
者
48
人

�
男
20
人
�
女
28
人
�

就
職
先

�
白
鷹
町
17
人

�
男
10
人
�
女
�
人
�

�
他
市
町
村
30
人
�
長
井
市
13

�

人
�
飯
豊
町
�
人
�
�
�
他

�

県
内
�
人
�
県
外
�
人
�

�
公
務
員
�
人
�
国
家
�
種
�

進
学
者

�
四
年
生
大
学
�
人

�
短
期
大
学
15
人

�
国
立
�
人
�
私
立
12
人
�

�
産
業
技
術
短
大
等
�
人

�
看
護
�
医
療
系
専
門
学
校�

人

�
�
�
他
各
種
専
門
学
校
33
人

　

い
よ
い
よ
３
年
生
の
高
校
生

活
も
残
り
わ
ず
か
で
す
。
国
公

立
の
大
学
を
目
指
す
人
は
今
が

正
念
場
で
す
。
合
格
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
３
年
生
全
員

が
無
事
に
卒
業
し
、
２
年
生
へ

世
代
交
代
。
こ
れ
か
ら
の
荒
高

を
頼
み
ま
す
。
１
年
生
も
同
じ

で
す
。
新
３
年
生
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

荒
高
か
わ
ら
版
の
原
稿
担
当

が
代
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
金
田

雄
太
が
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
新
広
報
委
員
長
の

梅
津
勇
士
が
広
報
委
員
を
率
い

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
徒
会
広
報
委
員
長　

金
田
雄
太
）

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
山
形
県
知
事
選
挙
�

投
票
結
果
�
�
�
�
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

　　 ひみつってなーに？

よつ
ば保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき

投
票
区
名

投
票
率

第
１
投
票
区
�
東
高
玉
�

67
・
57
％

第
２　

〃　

�
西
高
玉
�

65
・
66
％

第
３　

〃　

�
西
横
田
尻
�

68
・
24
％

第
４　

〃　

�
東
横
田
尻
�

69
・
86
％

第
５　

〃　

�
山
口
�

60
・
41
％

第
６　

〃　

�
鮎
貝
�１
�
６
町
内

66
・
09
％

第
７　

〃　

�
鮎
貝
�７
�
14
町
内

60
・
76
％

第
８　

〃　

�
高
岡
�

71
・
48
％

第
９　

〃　

�
深
山
�

75
・
09
％

第
10　

〃　

�
黒
鴨
�

81
・
16
％

第
11　

〃　

�
荒
砥
市
街
部
�

62
・
85
％

第
12　

〃　

�
貝
生
・
海
生
�

65
・
64
％

第
13　

〃　

�
菖
蒲
�

82
・
27
％

第
14　

〃　

�
下
山
・
佐
野
原
�

59
・
25
％

第
15　

〃　

�
大
瀬
�

80
・
70
％

第
16　

〃　

�
十
王
�

63
・
95
％

第
17　

〃　

�
折
居
�

81
・
88
％

第
18　

〃　

�
滝
野
�

70
・
65
％

第
19　

〃　

�
萩
野
�

70
・
39
％

第
20　

〃　

�
中
山
�

66
・
92
％

第
21　

〃　

�
針
生
�

91
・
84
％

第
22　

〃　

�
浅
立
�

68
・
91
％

第
23　

〃　

�
広
野
�

69
・
81
％

第
24　

〃　

�
小
山
沢
�

73
・
47
％

第
25　

〃　

�
町
下
�

66
・
46
％

第
26　

〃　

�
杉
沢
�

73
・
30
％

�

�
月
23
日
�
山
形
県
知
事
選
挙

�
行
�
�
�
�
�
�
今
月
�
山
形

県
知
事
選
挙
�
投
票
結
果
�
�
知

�
�
�
�
�
�

◆
白
鷹
町
の
投
票
率

�
投
票
率
�
�
�
�
投
票
者
数
�
当
日
有
権
者
数
�
�
�
�

�

白
鷹
町
内
�
�
�
�
山
形
県
知

事
選
挙
�
投
票
率
�
66
�
60
�
�
男

67
�
46
�
�女
65
�
81
�
�
�
�
平
成

13
年
�
月
28
日
�
行
�
�
�
前
回

�
山
形
県
知
事
選
挙
�
60
�
47
�
�

�
比
�
�
6
�
13
�
�
�
�
上
昇
�

�
�
�
�

�

山
形
県
全
体
�
�
投
票
率
�
59

�
32
�
�
男
60
�
14
�
�女
58
�
58
�
�

�
�前
回
�
�
�
10
�
51
�
�
�
�

上
昇
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
形

県
内
44
市
町
村
�
�
�
�
白
鷹
町

�
投
票
率
�
高
�
方
�
�
21
番
目

�
順
位
�
�
�
�
�
�
�

◆
投
票
結
果（
白
鷹
町
）

�

本
間
和
也�
�

�
�
�
票

�

齋
藤�

弘�

�
�
�
�
票

�

髙
橋
和
雄�

�
�
�
�
票

�
届
�
出
順
�

◆
投
票
区
別
投
票
率

２歳児の会話。昼食のときのこと

Ａくん「今日はデザートある？」

せんせい「あるよ」

Ａくん「なーに？」

せんせい「ひ・み・つ」

Ａくん「ひみつってなーに？うまい

　　　な？」

せんせい「じゃーん！今日はリンゴ

　　　　のデザートです」

と、リンゴを見せましたが、Ａくん

は「ひみつ」に夢中。次の日

Ａくん「ひみつってぼくのおうちさ

　　　ないがったよ」

せんせい「ふーん。そうか。」

Ａくん「台所さもないがったよ。お

　　　母さんもお父さんもひみつな

　　　いって言ってたよ。ひみつ食

　　　べてみっちゃいな～」
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佳
作　

レ
シ
ピ
見
な
が
ら
の
料
理
に
か
か
る
手
間　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

手
拍
子
で
音
痴
の
歌
を
お
手
伝
い　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

生
き
下
手
な
私
健
康
だ
け
取
り
柄　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

腰
伸
せ
ば
米
寿
手
を
振
り
待
っ
て
い
た　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

左
手
か
右
手
か
迷
う
招
き
猫　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

手
拍
子
も
揃
っ
て
は
ず
む
酒
の
宴　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

休
日
は
母
の
手
料
理
食
べ
に
行
く　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

両
の
手
を
広
げ
待
っ
て
る
母
が
居
る　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

再
会
の
両
手
を
握
り
合
っ
て
泣
き　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

ど
ん
底
で
手
を
さ
し
延
べ
て
く
れ
た
人　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

自
由
人　

時
計
と
手
帳
要い

ら
ぬ
日
　々
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

手
の
内
を
な
か
な
か
見
せ
ぬ
腹
探
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

秀
逸　

母
の
引
出
し
に
し
ま
っ
て
あ
る
手
紙　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

孫
の
手
が
痛
し
痒か
ゆ

し
へ
も
う
少
し　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

ア
ラ
ブ
に
も
な
い
か
手
締
め
の
よ
う
な
も
の
鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

孫
の
書
く
手
紙
に
長
生
き
し
て
と
あ
る　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

携
帯
は
き
ら
い　

私
は
手
紙
書
く　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

こ
こ
か
ら
は
余
生
と
思
う
手
術
以
後　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

Ｉ
Ｔ
の
手
習
い
孫
に
し
ご
か
れ
て　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

仕
合
わ
せ
の
扉
を
開
け
る
も
み
じ
の
手　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

弥み

だ陀
の
手
に
命
委
ね
て
年
明
け
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

手
の
ひ
ら
に
汗
の
結
晶
載
せ
て
み
る　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

五
客　

手
出
し
せ
ず
忍
だ
忍
だ
と
言
い
聞
か
せ　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

手
料
理
に
満
点
つ
け
て
パ
パ
の
酒　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

素
手
素
面　

農
に
は
隠
し
事
が
な
い　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

因
習
の
扉
両
手
で
押
し
開
く　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

農
一
途
無
骨
な
夫つ
ま

の
巨お
お

き
な
手　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

嘘
の
な
い
手
だ
あ
か
ぎ
れ
も
ま
め
も
あ
る　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

も
み
じ
の
手
銃
持
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
に　

高　

玉　

片
山　

時
美

天
位　

真
実
を
言
う
に
上
手
も
下
手
も
な
い　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

軸　

差
し
延
べ
る
手
が
ご
つ
ご
つ
と
温
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
石
」
二
月
末
日
ま
で　

「
草
」
三
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

手　
　
　
　

樋
口　

一　

選

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）
※おかけ間違いのないようにお願いします。
※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。

パソコン講習会受講生大募集！
３月のパソコン講習会

期　日 時　間 予定の講習会 内　　　　容 受講料

3月11日（金） 午前9時～午後4時 パソコン入門
電源の入れ方から、文字入力インターネット電子メー
ルまで。

4,000円

3月1日（火）～
　 3日（木）

午後6時～8時 パソコン入門 〃 4,000円

3月4日（金） 午前9時～午後4時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。回覧版の案内文もパソ
コンで作ってみましょう。

4,000円

3月8日（火）～
  10日（木）

午後6時～8時 ワード入門 〃 4,000円

3月25日（金） 午前9時～午後4時 ワード応用
文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた
文書を作ってみましょう。

5,000円

3月15日（火）～
   17日（木）

午後6時～8時 ワード応用 〃 5,000円

3月29日（火）
   30日（水）

午後1時～5時 エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

3月22日（火）～
   24日（木）

午後6時～9時
（24日は午後8時まで）

エクセル 〃 5,000円
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催　し

おしらせ

�
月
20
日
�
白
鷹
町
営
�
�
�

場
�
営
業
�
�
�
�

　

第
33
回
白
鷹
町
民
・
白
鷹
町
小

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
催
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
２
月
20
日（
日
）は
、

午
後
２
時
ご
ろ
ま
で
一
般
利
用
で

き
ま
せ
ん
。（
大
会
終
了
後
、
一
般

利
用
で
き
ま
す
。）

　

な
お
、
ス
キ
ー
大
会
の
進
行
状

況
に
よ
っ
て
は
、
一
般
利
用
開
始

時
間
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

募　集

第
25
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�

�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
始

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
か
た
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学

し
て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
地
区

対
抗
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い

ま
す
。
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校

第
23
回
白
鷹
�
�
�
場
祭
�

▼
い
つ　

２
月
27
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
日
程　

午
前
10
時
〜
開
会
行
事

午
前
10
時
30
分
〜
み
か
ん
拾
い

午
前
11
時
30
分
〜
餅
つ
き
大
会

（
運
営
協
力
金
と
し
て
、
餅
ト
レ

ー
代
１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
）

随
時　

お
楽
し
み
抽
選
会

昼
12
時
〜
閉
会
行
事

※
白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
当
日
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
ま
で
リ
フ

ト
料
金
無
料

※
お
車
で
お
越
し
の
か
た
は
、
係

員
の
指
示
に
従
い
、
付
近
の
迷
惑

に
な
る
よ
う
な
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
教
室

　

初
心
者
の
か
た
で
も
楽
し
め
る

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
冬
の
間
の

運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
15
日（
火
）、
21
日

（
月
）、
24
日（
木
）、
３
月
１
日

（
火
）、
８
日（
火
）、
10
日（
木
）、

15
日（
火
）、
22
日（
火
）、
24
日

（
木
）、
29
日（
火
）

毎
回
夜
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

す
こ
や
か
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

誰
で
も
楽
し
め
る
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
体

操
・
筋
ト
レ
）・
体
脂
肪
測
定

▼
講
師　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

　
　
　
　

高
世
重
幸
さ
ん　

▼
対
象　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
体
験

し
た
い
か
た
、
軽
い
運
動
が
で
き

る
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－
０
２
１
０
）

歴
史
講
演
会
�
�
知
�
�

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
内
容　

・
講
演
「
米
沢
藩
の
番
所
制
度
を

め
ぐ
っ
て
」

・
講
師　

市
立
米
沢
図
書
館
郷
土

資
料
室　

青
木
昭
博
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
し
め
き
り　

　
　
　
　
　
　

２
月
25
日
（
金
）

▼
主
催　

史
談
会
、
教
育
委
員
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

�
新
規
学
卒
者
�
�
�
�
�
�

�
�
講
習
会
��
開
催
�
�
�

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
対
象

①
西
置
賜
管
内
の
中
学
・
高
校
に

在
学
し
、
今
春
就
職
を
予
定
し
て

い
る
か
た

②
西
置
賜
管
内
に
お
住
ま
い
の
中

高
校
生
で
、
今
春
就
職
を
予
定
し

て
い
る
か
た

③
西
置
賜
管
内
の
企
業
に
今
春
就

職
を
予
定
し
て
い
る
中
・
高
・
大

学
生

▼
内
容　

社
会
人
と
し
て
最
低
限

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

マ
ナ
ー
や
知
識
の
講
習
会

▼
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

・
西
中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

保
険
料
１
人
２
５

０
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
し
め
き
り　

２
月
28
日
（
月
）

＊
大
会
ま
で
、
毎
週
月
・
木
曜
日

に
練
習
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
東

中
学
校
体
育
館
で
夜
８
時
か
ら
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
役
場

農
林
課
・
佐
藤
☎
85

－

６
１
２
７
）



　　 広報しらたか　2005.2.10●13

平
成
17
年
度
学
校
体
育
施
設
利

用
団
体
調
整
会
議
�
�
知
�
�

　

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
た
め
に
、
町
内
小
・
中
学
校
の

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
学
校

教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
町
内

の
団
体
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
、

利
用
す
る
日
や
時
間
な
ど
を
調
整

す
る
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
た
い
団
体
の
代
表
の
か
た

は
、
調
整
会
議
に
ご
出
席
く
だ
さ

い
。（
※
新
規
登
録
団
体
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
教
育
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
利
用
に
つ
い
て
の
注
意

事
項
の
確
認
や
電
気
料
金
徴
収
の

お
願
い
も
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
１
日（
火
）夜
７
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
持
ち
物　

代
表
者
の
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

無
料
確
定
申
告
相
談

　

東
北
税
理
士
会
長
井
支
部
で
は
、

確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
無

料
税
務
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
商
工
会
議
所

■
問
い
合
わ
せ　

お
近
く
の
税
理

士
事
務
所
ま
で

白
鷹
町
蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運

動
場
�
月
�
�
月
�
休
館
日
�

�
�
�

　

４
月
の
休
館
日
は
、
４
月
４
日

（
月
）、
11
日（
月
）、
18
日（
月
）、

25
日（
月
）
で
す
。

　

５
月
の
休
館
日
は
、
５
月
２
日

（
月
）、
９
日（
月
）、
16
日（
月
）、

23
日（
月
）、
30
日（
月
）
で
す
。

▼
使
用
申
込
は
中
央
公
民
館
で
受

付
け
て
い
ま
す
。（
午
前
８
時
30
分

〜
夜
10
時
、
毎
月
第
３
日
曜
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

＊
使
用
取
消
は
、
必
ず
中
央
公
民

館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

（
☎
85

－

６
１
４
３
）

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
１
月
12
日
号
23

ペ
ー
ジ
「
情
報
あ
ら
か
る
と
」
で
、

遊
学
21
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
問
い

合
わ
せ
電
話
番
号
は
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

６
４
１
１
の
誤
り
で
し

た
。

●
広
報
し
ら
た
か
１
月
21
日
号
お

し
ら
せ
版
「
中
央
公
民
館
展
示
案

内
」
で
１
階
フ
ロ
ア
ー
の
奥
山
玉

舟
さ
ん
の
書
「
さ
ん
さ
時
雨
と
萱

野
の
雨
は
音
も
せ
で
来
て
降
り
か

か
る
」
は
、�
新
し
き
年
の
始
め
の

初
春
の　

今
日
降
る
雪
の
し
や
し

げ
吉
事
�
大
伴
家
持
の
誤
り
で
し

た
。
ま
た
、
特
別
展
「
あ
ら
と
保

育
園
卒
園
記
念
作
品
展
」
が
い
こ

い
の
間
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

文
化
実
習
室
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●期日　３月19日（土）午前10時～（午前９時30分開場）

　　　　終了予定11時30分

●場所　パワーセンター白鷹

●チケット（前売券）　

・親子券800円（小中高生１人と親１人）　　

・追加子ども券100円（親子券と同時販売。小中高生用）

・小中高生券200円、大人券700円

●チケット取り扱い

・白鷹町教育委員会

　（午前８時30分～午後５時、土日祝日除く、月曜日夜７時まで可）

・中央公民館

　（午前８時30分～夜10時、土日祝日可、第３日曜日除く）

・各地区公民館（午前８時30分～午後５時、日曜・祝日除く）

・パワーセンター白鷹

●定員　200人

『らくだの涙』　～泣いたら　やさしくなれた～
　　2005年第77回アカデミー賞
　　　　　　長編ドキュメンタリー賞ノミネ－ション
　モンゴル南部に暮らす４世代の遊牧民一家は、春と
ともにらくだの出産時期を迎え毎日大忙し。ある日、
若い母らくだが難産の末、白い子らくだを産み落とし
ました。しかし、その母らくだは初めての出産で苦し
んだショックからか、子らくだへ乳をあげようとしま
せん。心配した家族は、“伝説の音楽療法”で母らくだ
の母性を呼び覚まし傷ついた心を癒すため、遠い町か
ら馬頭琴の演奏家を連れて来ることにしました。果た
して、母らくだは子らくだを受け入れることができる
でしょうか…『らくだの涙』は、まだ存在するにして
もこの先そう長くは存在しないであろう尊厳のある遊
牧民の暮らしぶりを描いています。モンゴルの家族の
日常生活から物語が浮かびあがってくるという構成で
す。台詞はほとんどなく、人間とらくだの間に心が通
いあう短い光景が積み重なるにつれ、画面に映し出さ
れた風景から喚起される音、とりわけ生まれた子らく
だが母を求める切々とした鳴き声が、人間と動物、親
と子の絆を考えさせてくれます。
　忙しい毎日の中で忘れがちな子育ての原点について
考えさせられる映画です。ぜひ子育て中のかたに見て
いただきたい作品です。

☆この映画は字幕スーパーがつきます。

●主催　白鷹学企画委員会・白鷹町若妻会・白鷹町教

　　　　育委員会

●後援　白鷹活動写真倶楽部・白鷹町青少年育成町民

　　　　会議・白鷹町ＰＴＡ連絡協議会・白鷹町ＰＴ

　　　　Ａ連絡協議会母親代表の会・（財）白鷹町アル

　　　　カディア財団・山形県モンゴル友好協会

■問い合わせ　

　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹学講座　パート４

映画「らくだの涙」上映会
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２
月
上
旬
、
強
い
寒
波
が
日
本
海

側
を
覆
い
、
白
鷹
町
も
大
雪
と
な
っ

た
日
中
、
車
で
荒
砥
橋
を
通
過
し
た
。

車
窓
か
ら
見
る
最
上
川
は
、
天
か
ら

の
雪
を
吸
い
込
み
、
両
側
の
真
っ
白

な
堤
防
や
河
川
敷
の
真
ん
中
を
寒
々

と
北
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。
視

線
の
一
番
先
が
蛇
行
し
て
い
る
。
そ

の
先
に「
あ
の
黒
滝
が
あ
る
の
だ
な
」

と
一
瞬
頭
を
か
す
め
、
車
の
窓
を
開

い
て
み
た
。
冷
気
が
車
内
に
入
る
が
、

川
の
音
は
ま
っ
た
く
響
か
な
い
。
最

上
川
は
音
を
立
て
ず
に
流
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
前
、
荒

砥
新
町
に
住
む
Ｎ
氏
か
ら
「
黒
滝
の

う
な
り

4

4

4

」
に
つ
い
て
話
を
お
聞
き
し

た
。
40
年
く
ら
い
前
ま
で
の
話
で
あ

る
。「
黒
滝
が
う
な
る
か
ら
天
気
が
か

わ
る
な
ぁ
」
と
小
さ
い
と
き
か
ら
父

に
言
わ
れ
て
き
て
、
父
亡
き
後
も
、

そ
れ
を
感
じ
て
過
ご
し
て
き
た
と
い

う
。
80
歳
く
ら
い
の
か
た
で
あ
る
。

黒
滝
と
は
、
江
戸
の
元
禄
時
代
、
最

上
川
舟
運
を
隆
盛
に
導
い
た
も
の
と

し
て
高
名
な
西
村
久
左
衛
門
に
よ
る

黒
滝
開
削
が
あ
る
が
、
そ
の
最
上
川

の
黒
滝
。
日
中
に
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
と
り
わ
け
天
気
の
良
い
パ
レ
ッ

と
し
た
夜
、
夜
空
に
星
が
き
れ
い
に

映
え
る
夜
間
、
空
か
ら
か
、
周
り
か

ら
か
、
周
囲
を
包
む
「
ゴ
ー
」
と
い

う
う
な
り
が
聞
こ
え
て
く
る
。
夜
に

な
る
と
、
物
音
が
し
な
い
静
寂
の
中
、

う
な
り
が
家
を
包
ん
で
い
る
。
黒
滝

の
う
な
り
だ
。
ど
の
程
度
の
高
さ
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
の
よ
う
に
密
閉

さ
れ
て
い
な
い
か
や
ぶ
き
屋
根
の
煙

出
し
の
間
か
ら
、
障
子
戸
の
隙
間
か

ら
音
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。
そ
の

「
う
な
り
」
が
あ
っ
た
２
、
３
日
後

は
必
ず
空
が
曇
り
か
雨
に
な
る
。
だ

か
ら
次
の
日
か
ら
は
、
雨
が
降
る
前

に
行
う
べ
き
農
作
業
や
家
庭
内
で
の

仕
事
を
行
う
。
天
気
の
変
わ
り
目
、

気
圧
の
変
化
の
前
ぶ
れ
な
の
か
、
最

上
川
の
音
が
地
域
の
人
び
と
に
知
ら

せ
て
く
れ
て
い
た
。
上
郷
ダ
ム
の
工

事
が
始
ま
り
、
昭
和
36
年
に
黒
滝
近

く
の
菖
蒲
簗や

な

が
終
わ
り
を
告
げ
、
そ

の
「
う
な
り
」
は
昭
和
40
年
前
半
に

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
う
な

り
の
も
と
は
、
黒
滝
周
辺
の
水
流
が

つ
く
っ
た
音
で
あ
っ
た
ろ
う
。
荒
砥

新
町
は
黒
滝
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
離
れ

て
い
る
。
わ
た
し
に
は
あ
ま
り
記
憶

に
な
い
が
、
お
そ
ら
く
荒
砥
・
鮎
貝

両
地
区
に
響
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

黒
滝
か
ら
近
い
高
岡
地
区
の
Ｇ
氏
に

も
聞
い
て
み
た
。
寒
中
時
、
特
に
空

気
の
乾
い
た
と
き
、
川
の
音
が
風
の

強
弱
に
よ
り
変
化
す
る
よ
う
な
「
ゴ

ー
」
と
い
う
音
が
家
に
響
い
て
き
た
。

簗
が
な
く
な
っ
た
後
ご
ろ
か
ら
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ

る
新
聞
紙
上
に
南
陽
市
の
か
た
の
投

稿
で
、
こ
の
黒
滝
の
う
な
り
に
つ
い

て
遠
く
赤
湯
ま
で
聞
こ
え
て
き
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
論
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
音
が
、
当
時
の
人
び
と
に
ど

の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
て
い
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。
長
い
年
月
の
経
過

の
中
で
自
然
は
変
化
す
る
。
人
の
行

為
が
加
わ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

壮
大
な
自
然
の
動
き
の
中
か
ら
人
の

知
恵
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
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●12月29日 ▼1月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
鮎　貝　大　木　ち　よ　79
十　王　　菅　　幸　男　79
滝　野　海老名　やすの　96
鮎　貝　樋　口　和　平　78
横田尻　小　林　志　朗　70
高　玉　影　山　明　郎　71
下　山　渡　部　　　　　92
畔　藤　中　村　三　雄　86
畔　藤　渋　谷　イセ子　79
鮎　貝　後　藤　庄　助　63
鮎　貝　鈴　木　恒　次　79
広　野　新　野　ヒ　テ　79
荒砥甲　佐　藤　つたえ　73
荒砥甲　小　関　たけよ　91
鮎　貝　樋　口　き　み　82
横田尻　小谷部　幸　助　94
山　口　髙　木　竜太郎　66
畔　藤　吉　田　つ　ね　86
荒砥甲　　東　　き　く　78
鮎　貝　須　貝　冨　次　97
荒砥乙　大　滝　き　ち　97
浅　立　髙　橋　 一郎　87
荒砥甲　安　部　六　郎　94
荒砥乙　土　屋　て　い　85
荒砥乙　志　鎌　三　郎　71
畔　藤　布　施　千代子　65
鮎　貝　土　屋　和　弘　46

No.914
2005-2

-10

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

１月12日号の「ご結婚おめでとう」で槌谷宣桂さんは槌谷宣佳さんの誤りでした。おわびして訂正いたします。
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�
最
上
川
�
音
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　岡 熊坂 　広 玄
げん

劉 洪　秀

横田尻 我妻 裕　樹 汐
せ

　蘭
ら

奈々美

横田尻 髙橋 昇　歩 鷹
おう

　晴
せい

美　保

深　山 樋口 直　道 凌
りょう

　雅
が

芳　子

滝　野 齋藤 　司 至
いたる

　恵

山　口 黒田 　哲 佳
か

　那
な

絵　理

十　王 田宮 　修 愛
あ

　依
い

瑞　穂

浅　立 小形 一　美 侑
ゆう

　斗
と

淳　子

荒砥乙 熊谷 裕　一 咲
さ

　希
き

則　子

荒砥乙 熊谷 裕　一 祐
さち

　江
え

則　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（　菅　　秀　一　　山　口
小日向　明　子　　宮城県

（菅　井　拓　也　　朝日町
松　野　繭　美　　十　王

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。


